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2. JIPDEC 認定シンボルの変更についてお知らせいたします。 
（ISMS、ITSMS、BCMS の申請･登録組織の方向け） 

 2011年 5月 31日、 JIPDEC より、認定シンボルの仕様変更の連絡がありました。今回の変更は、
ISO/IEC27001（ISMS）、ISO/IEC20000-1（ITSMS）、BS25999-2（BCMS）の登録組織の方が対象です。
JIPDEC認定シンボルの仕様変更に伴って発生する、以下の件についてお知らせいたします。 

＜1＞新JIPDEC認定シンボルの使用について 
(1) JIPDEC認定シンボルの変更内容 
新JIPDEC認定シンボルは、下記のようにデザインだけの変更であり、その使用方法は変わりません。 
（ISO/IEC27001の例） 

 
【現行JIPDEC認定シンボル】                 【新JIPDEC認定シンボル】 
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 (2) 新 JIPDEC認定シンボルへの移行期限 
現行JIPDEC認定シンボルから新JIPDEC認定シンボルへの移行期限は2016年3月31日です。

名刺・パンフレット等に、現行JIPDEC認定シンボルを使用されている場合には、移行期限までに
新JIPDEC認定シンボルに変更してください。 

 (3) 「JICQA登録マーク・認定シンボル使用規則」について 
新JIPDEC認定シンボルに対応した「JICQA登録マーク・認定シンボル使用規則（C510E07-R02）追補版」

を2011年8月1日付で発行いたします。７月下旬にISO/IEC27001（ISMS）、ISO/IEC20000-1（ITSMS）、
BS25999-2（BCMS）の申請・登録組織の連絡担当者の方に、e-mailでお知らせします。 

＜2＞新JIPDEC認定シンボルの清刷（きよずり）配付について 
以下の清刷（CD-ROM）を既に入手されている登録組織の皆様へは、新 JIPDEC 認定シンボルが

入っている新しい清刷を 8月上旬に連絡担当者の方へ一斉送付いたします。 
・ ISO/IEC 27001用 JICQA登録マーク・認定シンボル（JIPDEC・RvA） 2008年 8月 27日付改 2 
・ ISO/IEC 20000-1用 JICQA登録マーク・認定シンボル（JIPDEC） 2008年 8月 27日付改 2 
・ BS 25999-2用 JICQA登録マーク・認定シンボル（JIPDEC） 2011年 2月 21日付改 1 

＜３＞ 新JIPDEC認定シンボルを付した新しいJICQA登録証の発行について
新JIPDEC認定シンボル付きの登録証は、８月より、ISO/IEC27001（ISMS）、ISO20000-1（ITSMS）、

BS25999-2（BCMS）の初回登録､登録移転、登録更新又は登録内容の変更時に順次発行いたします。 
なお、現行の認定シンボルが付された登録証と、新しい認定シンボルが付された登録証に効力の違いは

ございません。 
担当：登録部 竹内、早川、黒澤 

（TEL：03-5541-2751）  

 
3. 食品包装材料メーカー向けに制定された英国規格であるPAS223が発行されました。

食品包装材料メーカー向けに制定された英国規格であるPAS223（食品包装の製造及び提供における
食品安全のための前提条件プログラム及び設計要求事項）が2011年7月1日に発行されました。 
現在、食品安全マネジメントシステムのISO22000に、ISO22000の前提条件プログラム（PRP）の
一般衛生管理の部分の要求事項をより具体的に記述したPAS220を組み合わせた規格である
FSSC22000が食品メーカー向けの規格となっておりますが、今後、食品包装材料メーカー向けに
PAS220の代わりにPAS223が適用されたFSSC規格の制定が予想されております。 

JICQAでは、食品包装材料メーカー向けのFSSC規格の認証サービスを提供するための準備を開始
しております。  
今後の経過につきましては、随時ニュースレター、ホームページ等にてご案内いたします。 



※PAS220とPAS223の目次比較表 
PAS220（Prerequisite programmes on food 
safety for food manufacturing） 

PAS223（Prerequisite programmes and 
design requirements for food safety in the 
manufacture and provision of food 
packaging） 

Contents Contents 
Foreword Foreword 
Introduction Introduction 
1  Scope 1 Scope 
2  Nominative references 2 Nominative reference 
3  Terms and definitions 3 Terms and definitions 
4  Construction and layout of buildings 4 Establishments 
5  Layout of premises and workspace 5 Layout and workspace 
6  Utilities-air, water, energy 6 Utilities 
7  Waste disposal 7 Waste 
8  Equipment suitability, cleaning and maintenance 8 Equipment suitability and maintenance 
9  Management of purchased materials 9 Purchased materials and services 
10  Measures of prevention of cross contamination 10 Contamination and migration 
11  Cleaning and sanitizing 11 Cleaning 
12  Pest Control 12 Pest control 
13  Personnel hygiene and employee facilities 13 Personnel hygiene and facilities 
14  Rework 14 Rework 
15  Product recall procedures 15 Withdrawal procedures 
16  Warehousing 16 Storage and transport 
17  Product information/consumer awareness 17 Food packaging information and 

consumer awareness 
18  Food defence, biovigilance and bioterrorism 18 Food defence, biovigilance and bioterrorism
  19 Food packaging design and development 
Bibliography Bibliography 

担当：営業部 古川、平塚 

（TEL：03-5541-2752）
 

 

 

 
　(2011年6月30日現在）

【マネジメントシステム登録件数】 【JIS認証件数】

適用規格
新規登録
件数　*1

現在登録
件数

登録区分
新規認証
件数　*2

現在認証
件数

ISO 9001 5 2,754 A；土木･建築 0 27
ISO 14001 7 1,613 B；一般機械 0 23
OHSMS 0 47 E；鉄道 0 4
ISO 22000 3 33 G；鉄鋼 0 376
HACCP 0 18 H；非鉄金属 0 33
ISO 27001 1 222 R；窯業 0 16
ISO 20000-1 0 7 Z-1；包装･容器 0 12
JIS Q 9100 1 85 Z-3；溶接 1 15
BS 25999-2 0 2 合計 1 506
合計 17 4,781

*1：2011年6月（第539～543回）の登録決定会議で *2：2011年6月（第113回～114回）のJIS認証決定会議で

　　 審議され、新規に登録された件数 　　 審議され、新規に登録された件数

適用規格
現在登録
件数

TS 16949 96
ISO 9001 3

*3：TS16949の審査業務はSRI-JICQAで行っております。

  JICQA登録組織件数情報

  TS 16949登録組織情報（SRI登録 *3）
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